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1. 2023年3月期の業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 6,020 11.5 313 5.2 310 5.1 252 35.6

2022年3月期 5,401 5.6 298 49.4 295 49.5 186 △42.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 67.27 ― 8.7 5.3 5.2

2022年3月期 49.87 ― 6.8 5.1 5.5

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 ―百万円 2022年3月期 ―百万円

(2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 6,062 3,012 49.7 801.46

2022年3月期 5,717 2,808 49.1 750.57

（参考） 自己資本 2023年3月期 3,012百万円 2022年3月期 2,808百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 △213 △125 384 508

2022年3月期 269 △128 △362 462

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
純資産
配当率第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 0.00 ― 15.00 15.00 56 30.1 2.1

2023年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00 60 23.8 2.1

2024年3月期(予想) ― 0.00 ― 16.00 16.00 33.4

3. 2024年 3月期の業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）
（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,300 4.6 256 △18.5 251 △19.2 180 △28.7 47.89



※ 注記事項

(1) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(2) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 4,022,774 株 2022年3月期 4,022,774 株

② 期末自己株式数 2023年3月期 264,021 株 2022年3月期 280,574 株

③ 期中平均株式数 2023年3月期 3,753,402 株 2022年3月期 3,733,389 株

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予
想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

 当事業年度（2022年４月１日から2023年３月31日まで）における国内経済は、新型コロナウイルス感染症に

よる影響が和らいでいるものの、資源高や海外経済減速、ウクライナ情勢などの要因により、先行き不透明感が

強い状況が続いています。一方、当社の経営成績に影響を及ぼす建築動向も、依然として全国的な都市再開発な

どの継続が確認されるものの、海外経済の動向や為替・物価の変動等が国内企業の設備投資意欲に影響を及ぼす

ことが懸念され、予断を許さない状況が続いております。

　このような経済状況のもと、当社は「中期経営計画（2022年度-2026年度）」初年度にあたり、

①生産工程の機械化・自動化 ②製品品質の向上 ③収益基盤の再構築 ④経営の効率化 ⑤人材育成 といった重

点推進課題を掲げ、課題解決に向けた取り組みを推進しました。

これらの結果、当事業年度の売上高は60億20百万円（前年同期比11.5％増）、営業利益は３億13百万円（前年

同期比5.2％増）、経常利益は３億10百万円（前年同期比5.1％増）、当期純利益は２億52百万円（前年同期比

35.6％増）となりました。特に売上高につきましては、1992年３月期以来31年ぶりに売上高の最高値を更新いた

しました。

なお、当社が手がけるサイン製品の需要は下半期に偏る一方で、固定費はほぼ恒常的に発生するため、当社は

利益が下半期に偏るなど経営成績に季節的な変動があります。

また、当社はサイン製品事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの経営成績については記載を省略

しております。

(2）当期の財政状態の概況

（資産）

　当事業年度末における流動資産は30億25百万円となり、前事業年度末に比べ２億97百万円増加しました。これ

は主に棚卸資産が73百万円増加したことによるものであります。固定資産につきましては30億36百万円と、前事

業年度末に比べ47百万円増加しました。この結果、総資産は60億62百万円となり、前事業年度末に比べ３億44百

万円増加しました。

（負債）

　当事業年度末における流動負債は27億14百万円となり、前事業年度末に比べ61百万円増加しました。これは主

に借入金が３億52百万円増加したことによるものであります。また、固定負債は３億34百万円となり、前事業年

度末に比べ79百万円増加しました。これは主に長期借入金が86百万円増加したことによるものであります。

　この結果、負債合計は30億49百万円となり、前事業年度末に比べ１億41百万円増加しました。

（純資産）

　当事業年度末における純資産合計は30億12百万円となり、前事業年度末に比べ２億３百万円増加しました。こ

れは主に繰越利益剰余金の増加によるものであります。

　この結果、自己資本比率は49.7％（前事業年度末は49.1％）となりました。

(3）当期のキャッシュ・フローの概況

　当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動による支出、投資活動による支

出、財務活動による収入の差引の結果、前事業年度末に比べ45百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度の営業活動の結果支出した資金は２億13百万円となりました（前事業年度は２億69百万円の収

入）。この主たる要因は支払手形サイトの短縮により仕入債務の減少額が３億89百万円あったことによるもので

あります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度の投資活動の結果支出した資金は１億25百万円となりました（前事業年度は１億28百万円の支

出）。この主たる要因は固定資産の取得により92百万円支出したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当事業年度の財務活動の結果得られた資金は３億84百万円となりました（前事業年度は３億62百万円の支

出）。この主たる要因は有利子負債が４億39百万円増加したことによるものであります。
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(4）今後の見通し

　当社業績に影響を及ぼす建築業界動向は、全国的な都市再開発案件等が確認できるなど、需要は依然として旺盛で

あると思われます。

　一方で、海外の経済・物価動向、ウクライナ情勢の展開、資源価格の動向や国内外の感染症動向などにより、依然

として予断を許さない状況が続くものと思われます。

　以上の状況を見据え、2022年５月に発表致しました「中期経営計画（2022年度-2026年度）」２年目にあたり、次

期も引き続き次の重点推進課題を掲げ、課題解決に取り組んで参ります。

　　①生産工程の機械化・自動化

　　②製品品質の向上

　　③収益基盤の再構築

　　④経営の効率化

　　⑤人材育成

　以上により、次期の業績見通しは、売上高63億円（前期比4.6％増）、営業利益２億56百万円（前期比18.5％

減）、経常利益２億51百万円（前期比19.2％減）、当期純利益１億80百万円（前期比28.7％減）を見込んでおりま

す。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社は連結財務諸表を作成していないため、日本基準及び国際会計基準による並行開示の負担等を考慮し、会計基準

につきましては日本基準を適用しております。

- 3 -

㈱研創 (7939）
2023年３月期　決算短信



(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 594,970 640,084

電子記録債権 215,507 287,049

受取手形、売掛金及び契約資産 1,608,284 1,645,124

商品及び製品 40,726 62,589

仕掛品 76,361 95,123

原材料及び貯蔵品 162,754 195,310

前払費用 5,282 5,201

その他 23,551 94,963

貸倒引当金 △67 △174

流動資産合計 2,727,371 3,025,273

固定資産

有形固定資産

建物 3,234,268 3,253,683

減価償却累計額 △2,518,427 △2,572,450

建物（純額） 715,841 681,232

構築物 390,609 390,609

減価償却累計額 △326,914 △332,128

構築物（純額） 63,694 58,481

機械及び装置 940,446 962,650

減価償却累計額 △806,761 △852,541

機械及び装置（純額） 133,684 110,109

車両運搬具 79,769 80,452

減価償却累計額 △77,088 △78,340

車両運搬具（純額） 2,680 2,112

工具、器具及び備品 146,523 157,274

減価償却累計額 △132,476 △135,663

工具、器具及び備品（純額） 14,046 21,611

土地 1,680,159 1,680,159

建設仮勘定 － 64,016

有形固定資産合計 2,610,107 2,617,722

無形固定資産

ソフトウエア 68,218 74,613

ソフトウエア仮勘定 2,960 －

電話加入権 6,649 6,649

無形固定資産合計 77,828 81,263

投資その他の資産

投資有価証券 22,246 22,586

出資金 285 285

株主、役員又は従業員に対する長期貸付金 2,074 3,720

破産更生債権等 488 3,482

繰延税金資産 103,294 107,120

その他 174,114 204,264

貸倒引当金 △488 △3,482

投資その他の資産合計 302,014 337,976

固定資産合計 2,989,950 3,036,962

資産合計 5,717,321 6,062,236

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表
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(単位：千円)

前事業年度
(2022年３月31日)

当事業年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形 1,043,108 628,431

買掛金 296,721 321,970

短期借入金 600,000 980,000

１年内返済予定の長期借入金 213,498 186,294

未払金 133,205 323,804

未払費用 71,829 68,303

未払法人税等 88,699 65,507

前受金 100 －

預り金 7,826 7,872

賞与引当金 83,142 79,879

その他 115,047 52,719

流動負債合計 2,653,181 2,714,783

固定負債

長期借入金 91,114 177,598

退職給付引当金 158,200 151,271

役員退職慰労引当金 4,350 4,350

資産除去債務 1,703 1,728

固定負債合計 255,367 334,948

負債合計 2,908,549 3,049,732

純資産の部

株主資本

資本金 664,740 664,740

資本剰余金

その他資本剰余金 266,021 267,245

資本剰余金合計 266,021 267,245

利益剰余金

利益準備金 45,318 50,932

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,921,780 2,112,511

利益剰余金合計 1,967,099 2,163,443

自己株式 △100,461 △94,534

株主資本合計 2,797,400 3,000,895

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 11,372 11,609

評価・換算差額等合計 11,372 11,609

純資産合計 2,808,772 3,012,504

負債純資産合計 5,717,321 6,062,236
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(単位：千円)

前事業年度
(自　2021年４月１日
　至  2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日

　至  2023年３月31日)

売上高 5,401,608 6,020,260

売上原価

製品期首棚卸高 42,152 40,726

当期製品製造原価 3,659,057 4,243,633

合計 3,701,209 4,284,360

製品期末棚卸高 40,726 62,589

製品売上原価 3,660,482 4,221,770

売上総利益 1,741,125 1,798,490

販売費及び一般管理費

販売費 307,149 344,727

一般管理費 1,135,615 1,139,831

販売費及び一般管理費合計 1,442,765 1,484,559

営業利益 298,359 313,930

営業外収益

受取利息 29 27

受取配当金 685 685

受取地代家賃 1,746 1,746

助成金収入 1,176 1,514

受取手数料 771 787

その他 1,825 629

営業外収益合計 6,235 5,390

営業外費用

支払利息 1,967 1,541

債権保全利息 6,425 6,421

その他 560 784

営業外費用合計 8,953 8,746

経常利益 295,642 310,574

特別利益

固定資産売却益 2,537 －

受取補償金 － 18,716

補助金収入 5,902 15,445

特別利益合計 8,439 34,162

特別損失

固定資産除却損 203 0

固定資産圧縮損 4,724 15,445

葬儀関連費用 15,280 －

特別損失合計 20,207 15,445

税引前当期純利益 283,873 329,291

法人税、住民税及び事業税 98,082 80,744

法人税等調整額 △408 △3,929

法人税等合計 97,673 76,814

当期純利益 186,199 252,477

（２）損益計算書
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前事業年度
（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

当事業年度
（自　2022年４月１日

至　2023年３月31日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ　材料費 852,155 23.1 1,155,056 27.0

Ⅱ　労務費 ※１ 964,513 26.1 986,580 23.0

Ⅲ　経費 ※２ 1,873,557 50.8 2,141,665 50.0

当期総製造費用 3,690,226 100.0 4,283,302 100.0

期首仕掛品棚卸高 59,379 76,361

合計 3,749,606 4,359,663

他勘定振替高 ※３ 14,188 20,906

期末仕掛品棚卸高 76,361 95,123

当期製品製造原価 3,659,057 4,243,633

項目
前事業年度

（自  2021年４月１日
至  2022年３月31日）

当事業年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

賞与引当金繰入額（千円） 46,635 42,983

退職給付費用（千円） 18,867 17,975

項目
前事業年度

（自  2021年４月１日
至  2022年３月31日）

当事業年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

外注加工費（千円） 1,476,509 1,715,354

消耗品費（千円） 165,257 191,594

減価償却費（千円） 96,140 85,737

項目
前事業年度

（自  2021年４月１日
至  2022年３月31日）

当事業年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

広告宣伝費（千円） 9,639 15,345

開発研究費（千円） 2,244 4,356

その他（千円） 2,303 1,203

合計（千円） 14,188 20,906

製造原価明細書

原価計算の方法

　原価計算の方法は、個別原価計算制度を採用しており、予定価格によっておりますので原価差額を売上原価および棚卸

資産に配賦しております。

　（注）※１．引当金繰入額の内訳は次のとおりであります。

※２．経費の主な内訳は次のとおりであります。

※３．他勘定振替高の内訳は次のとおりであります。
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

その他資本剰余金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 664,740 264,930 264,930 41,594 1,778,507 1,820,101

会計方針の変更による累
積的影響額

△1,956 △1,956

会計方針の変更を反映した
当期首残高

664,740 264,930 264,930 41,594 1,776,550 1,818,144

当期変動額

利益準備金の積立 3,724 △3,724 －

剰余金の配当 △37,245 △37,245

当期純利益 186,199 186,199

自己株式の処分 1,091 1,091

純資産の部に直接計上さ
れたその他有価証券評価
差額金の増減

当期変動額合計 － 1,091 1,091 3,724 145,229 148,954

当期末残高 664,740 266,021 266,021 45,318 1,921,780 1,967,099

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本合計
その他有価証券評価差

額金
評価・換算差額等合計

当期首残高 △106,770 2,643,002 11,545 11,545 2,654,547

会計方針の変更による累
積的影響額

△1,956 △1,956

会計方針の変更を反映した
当期首残高

△106,770 2,641,045 11,545 11,545 2,652,591

当期変動額

利益準備金の積立 － －

剰余金の配当 △37,245 △37,245

当期純利益 186,199 186,199

自己株式の処分 6,309 7,400 7,400

純資産の部に直接計上さ
れたその他有価証券評価
差額金の増減

△173 △173 △173

当期変動額合計 6,309 156,355 △173 △173 156,181

当期末残高 △100,461 2,797,400 11,372 11,372 2,808,772

（３）株主資本等変動計算書

前事業年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

その他資本剰余金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
繰越利益剰余金

当期首残高 664,740 266,021 266,021 45,318 1,921,780 1,967,099

当期変動額

利益準備金の積立 5,613 △5,613 －

剰余金の配当 △56,133 △56,133

当期純利益 252,477 252,477

自己株式の処分 1,224 1,224

純資産の部に直接計上さ
れたその他有価証券評価
差額金の増減

当期変動額合計 － 1,224 1,224 5,613 190,730 196,344

当期末残高 664,740 267,245 267,245 50,932 2,112,511 2,163,443

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計

自己株式 株主資本合計
その他有価証券評価差

額金
評価・換算差額等合計

当期首残高 △100,461 2,797,400 11,372 11,372 2,808,772

当期変動額

利益準備金の積立 － －

剰余金の配当 △56,133 △56,133

当期純利益 252,477 252,477

自己株式の処分 5,926 7,150 7,150

純資産の部に直接計上さ
れたその他有価証券評価
差額金の増減

236 236 236

当期変動額合計 5,926 203,495 236 236 203,731

当期末残高 △94,534 3,000,895 11,609 11,609 3,012,504

当事業年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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（単位：千円）

前事業年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当事業年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 283,873 329,291

減価償却費 146,655 138,295

貸倒引当金の増減額（△は減少） 188 3,100

賞与引当金の増減額（△は減少） △11,871 △3,263

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,161 △6,928

譲渡制限付役員報酬 5,550 7,213

受取利息及び受取配当金 △714 △712

支払利息 1,967 1,541

固定資産除却損 203 0

固定資産売却損益（△は益） △2,537 －

固定資産圧縮損 4,724 15,445

補助金収入 △5,902 △15,445

受取補償金 － △18,716

売上債権の増減額（△は増加） △80,038 △108,382

棚卸資産の増減額（△は増加） △40,501 △73,181

仕入債務の増減額（△は減少） 173,280 △389,427

その他の資産の増減額（△は増加） △10,209 △42,550

その他の負債の増減額（△は減少） △180,402 48,091

小計 286,427 △115,629

利息及び配当金の受取額 722 712

利息の支払額 △2,117 △1,524

補助金の受取額 7,795 3,000

法人税等の支払額 △23,525 △100,427

営業活動によるキャッシュ・フロー 269,301 △213,867

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △132,000 △132,000

定期預金の払戻による収入 132,000 132,000

有形固定資産の取得による支出 △66,379 △85,317

有形固定資産の売却による収入 3,610 －

無形固定資産の取得による支出 △33,879 △7,600

保険積立金の積立による支出 △29,674 △29,674

敷金・保証金等の増減額（△は増加） △270 △475

貸付けによる支出 △3,390 △3,410

貸付金の回収による収入 1,388 1,050

投資活動によるキャッシュ・フロー △128,594 △125,427

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30,000 380,000

長期借入れによる収入 － 300,000

長期借入金の返済による支出 △355,556 △240,720

配当金の支払額 △37,160 △54,870

財務活動によるキャッシュ・フロー △362,716 384,409

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △222,009 45,114

現金及び現金同等物の期首残高 684,979 462,970

現金及び現金同等物の期末残高 462,970 508,084

（４）キャッシュ・フロー計算書
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（５）財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（新型コロナウィルス感染症に伴う会計上の見積りについて）

　当社の事業は、ビル建築の最終プロセスで取付が発生することも多いことから、新型コロナウイルスの感染拡大

により、工事遅延に伴う短期的な影響が及ぶ可能性があります。また、新型コロナウイルス感染拡大に伴って多くの

企業が在宅勤務を実施し、日常生活・働き方そのものの見直しも進むと考えられますので、長期的なオフィスビル需

要に影響が及び、サイン事業の需要にも影響を及ぼす可能性があります。

　そのため、当社においては翌事業年度（2024年３月期）の一定期間にわたり新型コロナウイルス感染症の影響が

継続するという一定の仮定に基づいて、当事業年度の繰延税金資産の回収可能性等を検討したうえで会計上の見積り

を行っております。

　しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響が当初の予想を超えた場合、翌事業年度の当社の財政状態、経

営成績に影響を及ぼす可能性があります。

（持分法損益等）

　　　該当する関連会社がないため、記載しておりません。

（セグメント情報）

前事業年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）及び当事業年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31

日）

　当社は、サイン製品事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

前事業年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当事業年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり純資産 750円57銭 801円46銭

１株当たり当期純利益 49円87銭 67円27銭

前事業年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当事業年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

当期純利益（千円） 186,199 252,477

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益（千円） 186,199 252,477

普通株式の期中平均株式数（株） 3,733,389 3,753,402

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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